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「
か
ら
し
種
」
を
蒔
く
教
育

佐
々
木
　
公
明 

（
尚
絅
学
院
大
学　

学
長
）

一　
「
衣
錦
尚
絅
」

一
八
九
二
年
女
性
宣
教
師
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
家
塾
「
尚
絅
女
学
会
」
に
源
を
持
つ
尚
絅
学
院
大
学
は
、
現
在
で
は
総
合
人

間
科
学
部
を
主
体
と
す
る
四
年
制
大
学
に
発
展
し
、
共
生
社
会
に
貢
献
す
る
視
点
か
ら
、
男
女
共
学
の
学
び
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
名
は
中
国
古
典
『
中
庸
』
の
「
衣
錦
尚
絅
」（
錦
の
衣
を
着
て
て
も
、
そ
の
上
か
ら
絅
（
薄
も
の
）
を
か
け
る
）
か
ら
取
ら

れ
ま
し
た
。
学
院
と
し
て
は
一
一
七
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本
の
民
主
主
義
主
唱
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
吉
野
作
造
も
当
学
院
バ

イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
で
学
び
、
そ
の
精
神
的
基
盤
を
創
り
ま
し
た
。

大
学
教
育
の
重
要
な
任
務
は
、
学
生
が
社
会
に
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
育
て
る
こ
と
で
す
。
人
間
に
と
っ
て

仕
事
が
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
経
済
的
自
立
の
た
め
の
所
得
を
獲
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
に
よ
っ
て
社
会
的
に
貢
献
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
喜
び
と
、
自
分
を
誇
り
に
思
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
仕
事
を
通
し
て
他
者
と
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
失
業
が
、
人
間
の
幸
福
度
を
大
幅
に
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
最
近
の
「
幸
福
学
」
の
研
究
で
も
明
ら
か
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に
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
、
ラ
ッ
セ
ル
、
ヒ
ル
テ
イ
、
ア
ラ
ン
に
よ
る
三
つ
の
『
幸
福
論
』
で
も

仕
事
が
人
間
を
幸
福
に
す
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ア
ラ
ン
は
「
仕
事
は
唯
一
の
よ
ろ
こ
び
、
そ
れ
だ
け
で
満
た
さ
れ
る

よ
ろ
こ
び
で
あ
る
」
と
、
ヒ
ル
テ
イ
は
「
仕
事
な
し
に
こ
の
世
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
断
言
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
学
は
、
仕
事
を
す
る
人
間
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
す
べ
き
か
を
就
労
現
場
の
方
々
や
識
者
に
お
聞
き
す

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
答
え
は
、
専
門
的
知
識
・
技
術
の
習
得
よ
り
は
人
間
力
を
備
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
す
な

わ
ち
、
困
難
に
遭
遇
す
る
と
き
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
、
他
者
と
の
良
い
関
係
を
築
け
る
人
材
で
す
。
人
材
育

成
に
つ
い
て
、
当
尚
絅
学
院
の
建
学
の
精
神
「
衣
錦
尚
絅
」
は
単
に
謙
遜
・
謙
虚
な
振
舞
い
に
留
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
「
内
面
を

磨
く
」
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。『
中
庸
』
に
は
「
衣
錦
尚
絅
」
に
引
き
続
き
、「
闇
然
而
日
章
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
そ
の
行
い

は
人
目
を
引
か
な
い
が
、
日
に
日
に
そ
の
真
価
が
表
れ
て
く
る
」
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
私
ど
も
の
大
学
の
教
育
理
念
で
す
。

二　

尚
絅
学
院
大
学
の
特
色

尚
絅
学
院
大
学
の
「
総
合
人
間
科
学
部
」
は
、総
合
的
な
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
能
力
を
身
に
付
け
た
人
材
の
育
成
を
目
標
と
す
る
「
表

現
文
化
学
科
」、
現
実
に
生
き
て
い
る
人
間
を
総
合
的
に
理
解
し
、
心
と
行
動
の
問
題
の
解
決
策
を
提
示
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
標
と
す
る
「
人
間
心
理
学
科
」、
共
生
社
会
の
実
現
と
国
際
協
力
・
支
援
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
「
現
代
社
会

学
科
」、
人
間
生
活
と
環
境
の
共
生
の
具
体
化
を
図
る
人
材
の
育
成
を
目
標
と
す
る
「
生
活
環
境
学
科
」、
人
間
性
豊
か
な
管
理
栄

養
士
の
養
成
を
目
標
と
す
る
「
健
康
栄
養
学
科
」
か
ら
成
り
ま
す
。
五
五
年
の
歴
史
を
も
ち
、
こ
れ
ま
で
地
域
社
会
か
ら
も
高
い

評
価
を
得
て
き
て
い
る
「
女
子
短
大
保
育
科
」
も
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
今
日
の
社
会
的
要
請
に
応
え
ら
れ
る
、
よ
り
高
度
な
専

門
性
を
備
え
た
保
育
者
・
教
育
者
の
養
成
を
目
標
と
す
る
、男
女
共
学
の
四
年
制
の
「
子
ど
も
学
科
」
に
改
組
す
る
計
画
で
す
（
現

在
設
置
認
可
申
請
中
）。
人
間
を
心
と
身
体
の
総
合
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
、
人
間
の
健
康
な
生
活
の
営
み
に
関
わ
る
諸
問
題
を

科
学
的
に
研
究
し
、
実
践
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
、
心
理
学
専
攻
と
健
康
栄
養
科
学
専
攻
か
ら
成

る
、
大
学
院
「
総
合
人
間
科
学
研
究
科
」
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
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良
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
な
「
人
間
的
総
合
力
」
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
ま
ず
、
哲
学
、
倫
理
、
宗
教
、
歴
史
、
文
化
、
社

会
に
関
す
るLiberal�arts

を
十
分
に
学
ば
せ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
来
のLiberal�arts

七
科
目
に
含
ま
れ
る
、

人
間
を
豊
か
に
し
、
人
間
の
間
の
和
に
訴
え
る
「
音
楽
」
の
教
育
も
重
視
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
学
生
数
二
〇
〇
〇
名
程
度
の
小

規
模
性
を
生
か
し
た
、「
少
人
数
を
対
象
と
す
る
教
員
に
よ
る
手
作
り
教
育
」
と
大
学
が
立
地
す
る
圏
域
を
中
心
と
す
る
「
地
域

社
会
と
の
協
働
に
よ
る
実
践
的
教
育
」
を
柱
と
し
た
専
門
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
教
員
と
学
生
と
の
間
の
関
係

が
密
で
あ
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
本
学
の
教
育
の
特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三　

所
謂
「
競
争
」
に
つ
い
て

�

「
競
争
」
と
か
「
競
争
的
」
と
い
う
言
葉
が
現
代
社
会
を
席
巻
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
経
済
の
「
市
場
」
だ
け
で
な
く
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
と
言
っ
た
市
場
機
構
か
ら
最
も
遠
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
領
域
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
、
大
学
の
教
育
・
研
究
も
そ

れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
競
争
で
は
必
ず
敗
者
が
存
在
し
ま
す
。
競
争
に
敗
れ
た
社
会
、
組
織
、
国
民
、
そ
し
て
個
々
の
人

間
は
そ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
甘
受
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。「
競
争
」
の
利
益
は
確
か
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
事
業
を

行
う
上
で
、
最
も
〝
効
率
的
〟
に
資
源
を
配
分
す
る
よ
う
に
働
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
た
め

の
条
件
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
資
金
や
マ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
の
規
模
の
違
い
を
無
視
し
た
〝
不

公
平
な
〟
競
争
で
は
望
ま
し
い
結
果
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
競
争
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
勝
者
と
敗
者
の
間
の
「
分
配
」
格
差

に
つ
い
て
は
一
切
関
知
し
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
勝
者
の
た
め
の
論
理
な
の
で
す
。
個
人
間
の
競
争
は
協
力
や
連
携
の
動
機
を
殺
ぎ
ま

す
。
競
争
が
組
織
間
で
行
わ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
個
々
の
組
織
内
で
個
人
間
の
協
力
、
連
携
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
組
織
間
（
例
え
ば
、
国
間
、
企
業
間
、
学
校
間
）
の
競
争
は
各
組
織
内
の
個
人
間
の
競
争
を
も
必
然
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
競
争
は
個
人
を
孤
立
化
さ
せ
ま
す
が
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
間
の
競
争
よ
り
も
協
力
、
助
け
合
い
が
必
要

な
場
合
が
は
る
か
に
多
い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
競
争
は
必
ず
「
比
較
」
を
伴
い
ま
す
。
最
近
の
「
幸
福
学
」
の
研
究
に
お
い
て

も
他
者
と
の
過
剰
な
比
較
が
、
人
間
の
評
価
の
本
質
を
歪
め
、
個
人
の
幸
福
度
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
心
理
学
実
験
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
例
え
〝
絶
対
的
水
準
〟
が
共
に
向
上
し
た
と
し
て
も
、
他
人
と
の
間
の
〝
相
対
的
水
準
〟
が
高
ま
ら
な
い
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限
り
人
は
幸
福
と
は
感
じ
な
い
の
で
す
。
ま
さ
に
「
競
争
」
は
人
間
を
不
幸
に
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
教
育

分
野
の
目
標
は
「
平
等
」
と
「
公
平
」
で
あ
り
、「
競
争
す
る
学
び
」
で
は
な
く
「
共
同
す
る
学
び
」
が
基
本
的
精
神
と
聞
き
及

び
ま
す
。
そ
の
結
果
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
子
供
の
学
習
到
達
度
」
の
み
な
ら
ず
、「
国
別
経
済
競
争
力
」
で
も
世
界

第
一
位
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
結
果
で
す
が
、「
人
間
の
総
合
力
」
が
ど
の
よ
う
な
社
会
・
生
活
環

境
で
涵
養
さ
れ
る
の
か
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

大
学
間
も
志
願
者
や
外
部
資
金
を
巡
り
、「
競
争
」
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
大
学
の
歴
史
、
理
念
、
学
部
・
学
科
構
成
、

規
模
、
立
地
地
域
等
が
異
な
る
の
で
す
か
ら
、
皮
相
な
一
律
の
競
争
で
は
な
く
、
各
大
学
の
人
材
養
成
の
目
標
と
理
念
、
そ
れ
故

教
育
の
特
色
を
十
分
に
広
報
し
、〝
進
学
者
に
よ
る
投
票
〟
が
有
効
に
働
く
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で
す
。
国
も
補
助
金
を
配
分

す
る
際
に
、（
最
近
は
そ
の
様
な
傾
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
）
多
様
な
評
価
軸
に
沿
っ
て
な
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
は
本
誌
発
行
元
で
あ
る
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」
か
ら
給
付
さ
れ
る
奨
学
金
制
度
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
べ
き

で
す
。
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
の
朝
日
新
聞
の
一
面
ト
ッ
プ
記
事
は
「
親
の
年
収
進
学
率
左
右
」
と
い
う
も
の
で
、
特
に
私
立

大
学
へ
の
進
学
率
は
親
の
所
得
差
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
顕
著
な
「
教
育
格
差
」
が
現
出
し
て
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
大
学
の
学

生
が
書
い
た
授
業
料
延
納
願
を
読
み
、
親
の
年
収
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
学
生
が
直
面
し
て
い
る
経
済
的
困
難
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
社
会
か
ら
「
競
争
」
は
無
く
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
競
争
に
よ
っ
て
協
力
、
協
働
、
共
生
の
精
神
が
損
な
わ
れ
、

低
下
し
な
い
よ
う
に
、
学
生
が
絶
え
ず
自
分
を
見
つ
め
る
よ
う
な
教
育
に
心
を
配
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

四　

大
学
は
畑

「
か
ら
し
種
」
は
「
ど
ん
な
種
よ
り
も
小
さ
い
の
に
、
成
長
す
る
と
ど
の
野
菜
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
空
の
鳥
が
来
て
枝
に
巣
を

作
る
ほ
ど
の
木
に
な
る
」（『
新
約
聖
書
』
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
三
：
三
二
）
と
教
え
て
い
ま
す
。
尚
絅
学
院
大
学
の
教
育
目

標
は
「
か
ら
し
種
」
に
似
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
地
道
に
、
し
か
し
着
実
に
大
学
の
畑
を
耕
し
、
そ
こ
に
「
か
ら
し
種
」

を
蒔
き
ま
す
。


